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 銅山川では、新宮ダム下流の河川環境をさらに改善するために、新宮ダムから下流への

放流量を増量する「社会実験（弾力的管理試験）」として平成 22 年度から実施しています。 

 
 この「社会実験（弾力的管理試験）」は、地元の方々に現地で放流量の変化に伴う河川状

況を見ていただき、ご意見や感想をお伺いすること、及び現地の河川環境調査等の結果を

もとに、将来の効果的な放流方法を決定するために実施するものです。 

 
 今回の社会実験は、10 月 28 日（金）から 29 日（土）の約２日間にかけて、影井堰から

の放流量を約 2.0m3/s に増量して行いました（放流前は約 0.04m3/s）。アンケート調査につ

いては、宮川堰、吉之瀬橋、大野小学校裏の 3 地点で実施しました。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

銅山川において第３回社会実験（弾力的管理試験）を行いました 



【実験の状況】 

○影井堰放水口の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     実験前（0.04m3/s）             実験中（2.0m3/s） 

 
 

○宮川堰上流地点のよどみ（濁り）が解消されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
     実験前（0.04m3/s）             実験中（2.0m3/s） 

 
 

○宮川堰の越流部の白波も広がり、より水量感が増しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
     実験前（0.04m3/s）             実験中（2.0m3/s） 

 
 
 



○ 吉之瀬橋地点では、水面幅の大幅な増加が確認できました。 
      ※赤の矢印：水面幅 
       緑の矢印：水面幅の増加分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

     実験前（0.04m3/s）             実験中（2.0m3/s） 

 
○大野小学校裏地点では、水面幅の大幅な増加が確認できました。 

※ポールの位置：実験前の水際 
    コーンの位置：実験中の水際 

 
 
 
 
 
 
 
 
     実験前（0.04m3/s）             実験中（2.0m3/s） 

【アンケート調査】 

   今回の社会実験では、多くの方々が河川の状況を見に来られており、貴重な 
  ご意見や感想を頂きました。ご協力ありがとうございました。 

 
 
 
 




